
 

 小田原市建築基準条例の一部改正に対する市民意見の募集結果について 

 

１ 意見募集の概要 

政策等の題名 小田原市建築基準条例の一部改正 

政策等の案の公表の日 令和６年８月 15日（木） 

意見提出期間 令和６年８月 15日（木）から令和６年９月 13日（金）ま

で 

市民への周知方法 意見募集要項の配布（市内公共施設、ホームページ、建築

指導課窓口） 

２ 結果の概要 

  提出された意見は、次のとおりです。 

意見数（意見提出者数） ７件 （２人） 

 インターネット            ２人 

 ファクシミリ            ０人 

 郵送            ０人 

 直接持参            ０人 
 

無効な意見提出            ０人 

３ 提出意見の内容 

  パブリックコメントで提出された意見の内容とそれに対する市の考え方は、次のとおりです。 

 〈総括表〉 

区分 意見の考慮の結果 件  数 

Ａ 意見を踏まえ、政策等に反映したもの ０件 

Ｂ 意見の趣旨が既に政策等に反映されているもの ３件 

Ｃ 今後の検討のために参考とするもの ０件 

Ｄ その他（質問など） ４件 

 

  



 〈具体的な内容〉 

 (1) 質問に関すること 

 意見の内容（要旨） 区分 市の考え方（政策案との差異を含む。） 

１ 既存不適格建築物の増築等

に係る規制の合理化のう

ち、小規模増築（既存延べ

面積 １/20 以下かつ 50 

㎡以下）については、その

増改築部分が火気や高電圧

にかかわるものであれば、

面積を基準として火熱遮断

壁等の措置を不要とする合

理性は無いと考える。 

Ｂ 小規模増築については、施行令第 137条の６の

４等においても既存部分における延焼の危険

性を増大させないことと規定されており、条例

においても、それらを基に登録文化財を含め既

存ストック活用の促進を図るものとします。 

 

２ 小田原独自であっても、遮

断や既存部分への遡及適用

など対策を取ることが、

「邸園文化の維持と活用」

を考える市として必要と思

う。 

Ｂ 

３ 登録文化財であるかどうか

にかかわらず防火対策は重

要と思う。 

Ｂ 

４ 脱炭素社会の実現を目的と

する木材の利用について

は、高潮ハザード対象地域

が広範に及ぶ事情を勘案す

ると、１階を鉄筋コンクリ

ート造の駐車場や店舗（非

住居）、２，３階を木造住

居とした1500㎡以下の１時

間準耐火構造を浜町、本

町、国府津地区などで推進

する施策（その有効な対策

として建築関連法規の啓蒙

や共同化に利用できる補助

金の周知など）が必要と考

える。 

Ⅾ 

  

 

風水害等に関する建築の情報については、市ホ

ームページで周知しております。今後も新たな

情報については、都度市ホームページ等で更新

し、周知していきます。 



５ 令和３年に敷地内に設ける

通路の幅員に係る基準等の

変更のための小田原市建築

基準条例の改正を行い、そ

の際にはパブリックコメン

トを行っていないが、今回

の建築基準条例の改正でパ

ブリックコメントを行って

いる理由は何か？ 

Ⅾ 

 

前回の改正は、建築基準法施行令が一部改正さ

れたことに伴い、当然必要とされる規定の整備

のためパブリックコメントを行いませんでし

たが、今回の改正は、建築基準法に基づく技術

的助言の内容から、小田原市意見公募手続条例

第５条第６項第８号に基づく軽微な変更内容

に該当しないため、パブリックコメントを実施

しております。 

６ 今回の改正において、小田

原市意見公募手続条例第５

条第６項第８号による「法

令等の制定等に伴い当然必

要とされる規定」にならな

い点はどこか？  

Ⅾ 

 

７ 建築基準法等の改正によ

り、規制の緩和等をするこ

とができるようになった

が、今回あえて改正をしな

い規定等はあるか。あるな

らばなぜしないのか理由を

教えてほしい。 

Ⅾ 

 

法令の改正により、規制の緩和等の改正をしな

い規定はありません。 

 


